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第 2回地球環境史学会年会 

（共催：早稲田大学教育・総合科学学術院） 

 

平成 28 年 11 月 26 日（土） 10：00～18：15 

27 日（日） 09：30～17：15 

 

早稲田大学大隈記念講堂小講堂 

〒169-0071 東京都新宿区戸塚町 1－104 

世話人：守屋 和佳（早稲田大） 

           高木 悠花（東京大学大気海洋研究所） 

電話：050－5317－9677 email：kmryp-10@edu.waseda.ac.jp 

 

1．日程 

11 月 26 日（土） 

10：00～12：00 評議員会            ［於 6 号館 6－001 教室］ 

12：30～     受付開始            ［於大隈記念講堂小講堂］ 

13：30～14：30 特別レクチャー         ［於大隈記念講堂小講堂］ 

         原田真理子（東京薬科大学） 

         「原生代初期全球凍結後の超温室環境と大気酸素濃度の上昇」 

14：45～16：15 トピックセッション       ［於大隈記念講堂小講堂］ 

         「温室地球時代の地球システム」 

16：30～18：15 レギュラーセッション      ［於大隈記念講堂小講堂］ 

 

18：30～ 懇親会           ［於早稲田キャンパス 6号館 201 室］ 

 

11 月 27 日（日） 

09：00～     受付開始 

09：30～10：30 地球環境史学会 総会      ［於大隈記念講堂小講堂］ 

10：30～11：03 ポスター発表口頭紹介（奇数番号） ［於大隈記念講堂小講堂］ 

11：03～11：45 ポスターセッション（奇数番号） ［於大隈記念講堂小講堂］ 

12：45～13：15 ポスター発表口頭紹介（偶数番号） ［於大隈記念講堂小講堂］ 

13：15～14：00 ポスターセッション（偶数番号） ［於大隈記念講堂小講堂］ 

14：15～15：45 レギュラーセッション      ［於大隈記念講堂小講堂］ 

16：00～17：15 レギュラーセッション      ［於大隈記念講堂小講堂］ 

        閉会  
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2．会場 

早稲田大学早稲田キャンパス 大隈記念講堂小講堂 

            （講堂に向かって左の一段下がった入り口からご入場ください） 

  会場への交通アクセス 

ＪＲ 山手線 高田馬場駅から徒歩 20 分 

西武鉄道 新宿線 高田馬場駅から徒歩 20 分 

地下鉄東京メトロ 東西線 早稲田駅から徒歩 5分 

副都心線 西早稲田駅から徒歩 17 分 

バス 都バス 学 02 系統 高田馬場駅 → 早大正門（所要時間 6分）から徒歩 0分 

都バス 上 69 系統 上野公園 → 早稲田（所要時間 30 分）から徒歩 5分 

都バス 早 77 系統 新宿西口 → 早稲田（所要時間 35 分）から徒歩 5分 

都電 荒川線 早稲田駅から徒歩 5分 

※大隈記念講堂は会場内での飲食はできません。また、重要文化財に指定されていること

から、建物の壁面等の改変（リーフレット等の掲示）もできません。予めご了承ください。 

 

早稲田大学構内案内図 
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早稲田大学周辺案内図 

 
※駐車スペースはありませんので、お車でのご来場はご遠慮ください。 

 

高田馬場駅バス停の案内 

ロータリーと西武線高田馬場駅との間のバス停から、学 02 系統早大正門行きが発車します。 
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講堂内案内図（大隈記念講堂地下 2階：小講堂） 

 

大隈記念講堂小講堂の入り口は，講堂に向かって左手の階段下です． 

車椅子をご利用の方は，建物南側のスロープから地下 2階にお入り下さい． 

 

3．口頭発表およびポスター発表についての注意事項 

3－1．口頭発表 

 口頭発表の時間は 1件につき質疑応答を含めて 15 分です。発表時間は 12 分程度を目

安とし、時間厳守をお願いいたします。MS PowerPoint がインストールされたWindows 

PC，MS PowerPoint 及び Keynote がインストールされた Mac を各 1 台ずつ会場に用意

します。受付にて、発表用データの提出にご協力下さい。また、ご自身の PC，Mac をご

使用になられる方には、アナログケーブル（VGA 端子）を用意します。 

 会場で使用するプロジェクタは XGA（1024×768）の解像度の横：縦の比が 4：3 の

画面となっております。この解像度でスライドをご準備頂ますよう、お願い致します。 

3－2．ポスター発表 

ポスターボードのサイズは、横 1160mm、縦 1700mm です。このサイズより小さいサ

イズでポスターを作成してください（B0 縦まで可）。一発表につき一面を用意いたしま

す。掲示物は各自ご持参いただき、11 月 27 日の 10：30 までに掲示してください。ま

た、11 月 27 日の 17：30 までに各自回収してください。掲示に必要なピン等は会場で

用意いたします。 
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4．会費 

参加費：一般会員（含雇用年限付き研究員等）1,000 円 一般非会員 3,000 円  

    学生会員無料 学生非会員 1,000 円 

懇親会費：一般会員・一般非会員 3,000 円   

     学生会員・学生非会員（含雇用年限付き研究員等）1,000 円 

 年会会場において学会費の納入を受け付けますので、今年度会費の納入をまだされてい

ない方は、この機会をご利用ください。またご自分の会費納入状況が不明の方は受付にて

お尋ねください。 

 

5．宿泊 

 高田馬場、早稲田周辺には以下のホテルがあります。 

 ホテルサンルート高田馬場（http://www.sunroutehotel.jp/takadanobaba/） 

 リーガロイヤルホテル東京（http://www.rihga.co.jp/tokyo/index.html） 

 この他には、新宿方面のホテルが便利です。各種旅行代理店等をご利用ください。 

 

6．昼食 

 早稲田キャンパス周辺には、土日でも営業している飲食店が多数ありますので、ご利用

ください。早稲田大学構内の各飲食店の営業時間は以下のとおりです。 

 Uni.Café 125：月～日 8:30～19:30 

 大隈ガーデンハウスカフェテリア：平日 10：30～19：50 土 10：30～15：15 日曜閉店 

 また，以下の URL から早稲田大学周辺の飲食店案内をご覧いただけますので，ご活用下さい． 

   http://www.dept.edu.waseda.ac.jp/paleobio/links.html 

 

7．会場および発表方法・機器などに関する連絡・問合せ 

 会場では、Wifi を提供いたします（学会期間のみ有効）。また、eduroam 加盟機関の方は、

eduroam もご利用いただけます 

 

 開催期間中の緊急連絡先は以下となります。 

 世話人：守屋和佳 メール：kmryp-10@edu.waseda.ac.jp 

          電 話：050－5317－9677 
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第 2回地球環境史学会年会プログラム 
【11 月 26 日（土）】 

特別レクチャー 

13：30～14：30 

【S‒1】原田真理子（東京薬科大），原生代初期全球凍結後の超温室環境と大気酸素濃度の

上昇 

 

14：30～14：45【休憩】 

 

トピックセッション：温室地球時代の地球システム 

14：45～15：00 

【T‒1】守屋和佳（早稲田大学），過去 2億年間でもっとも温暖であった時代・白亜紀の海

水温と海洋循環 

15：00～15：15 

【T‒2】黒田潤一郎（東京大学大気海洋研究所/国立研究開発法人海洋研究開発機構）・大河

内直彦（国立研究開発法人海洋研究開発機構），白亜紀の地球内部ダイナミクスと

海洋表層環境のリンクについての考察 

15：15～15：30 

【T‒3】中村英人（大阪市立大学），白亜系堆積岩中の植物バイオマーカー組成：分子古植

生指標を用いた陸域古気候復元の可能性 

15：30～15：45 

【T‒4】長谷川精（名大）・安藤寿男（茨城大）・勝田長貴（岐阜大）・山本鋼志（名大）太

田亨（早大）・山本正伸（北大）・長谷川卓（金沢大）長谷部徳子（金沢大）・Ichinnorov 

N.（モンゴル古生物地質研），年縞湖成層から探る白亜紀中期の年～地球軌道要素ス

ケールの気候変動 

15：45～16：00 

【T‒5】太田 亨（早稲田大学）・上形由布子（住友金属鉱山）・高木悠花（東京大学），白

亜紀における東アジア大陸の風化作用と OAE2 との関係 

16：00～16：15 

【T‒6】阿部彩子（東京大学大気海洋研究所）・Wing-Le Chan（東京大学大気海洋研究所）・

植原啓太（東京大学大気海洋研究所），MIROC 大気海洋結合気候モデルによる温室

地球時代と将来温暖化の予備的数値実験 

 

16：15～16：30 【休憩】  
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レギュラーセッション 

16：30～16：45 

【R‒1】西 弘嗣（東北大学）・高嶋礼詩（東北大学）・小川草平（三菱商事石油）・桑原義

博（九州大学），黒色頁岩の微化石・粘土鉱物組成に基づく OAE1ｂ時の環境変動 

16：45～17：00 

【R‒2】牟田宗一郎（金沢大学）・後藤晶子（金沢大学）・長谷川卓（金沢大学），OAE2 時

の南半球高緯度地域における環境変化 

17：00～17：15 

【R‒3】横山祐典（東京大学大気海洋研究所）・Cin-Ty A. Lee，白亜紀̶古第三紀の温室期

の気候と陸弧̶島弧分布変遷 

17：15～17：30 

【R‒4】大河原秀祐（東北大学）・海保邦夫（東北大学）・池原実（高知大学），白亜紀の温

暖期から寒冷期への移行期に認められた深海循環の逆転 

17：30～17：45 

【R‒5】海保邦夫（東北大学），大量絶滅時の気候変動：成層圏すすと硫酸のエアロゾルお

よび二酸化炭素 

17：45～18：00 

【R‒6】齊藤諒介（東北大学）・海保邦夫（東北大学）・高橋聡（東北大学），南中国におけ

る前期三畳紀の地球環境変動：大量絶滅後の回復の遅れの原因 

18：00～18：15 

【R‒7】尾崎和海（ジョージア工科大学）・田近英一（東京大学），抑制された中原生代の遊

離酸素生成率 

18：30～ 

【懇親会】 早稲田キャンパス 6号館 201 教室 
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【11 月 27 日（日）】 

地球環境史学会総会 

09：30～10：30 

 

ポスターセッション 3分間口頭発表 

10：30～10：33 

【P‒1】渡辺泰士（東京大学）・阿部彩子（東京大学大気海洋研究所，海洋研究開発機構）・

齋藤冬樹（海洋研究開発機構），更新世の長期気候変動のメカニズムの解明に向け

て ～氷床-気候モデルを用いた解析～ 

10：33～10：36 

【P‒3】山本彬友（東大大気海洋研）・阿部彩子（東大大気海洋研）・山中康裕（北大, 地球

環境），地球温暖化に伴う海洋炭素循環の応答 

10：36～10：39 

【P‒5】植原啓太（東京大学大気海洋研究所）・阿部彩子（東京大学大気海洋研究所，海洋

研究開発機構）・Wing-Le, Chan（東京大学大気海洋研究所，海洋研究開発機構），

始新世と現在気候差におけるドレーク・タスマニア海峡の影響 

10：39～10：42 

【P‒7】前田 歩（東京大学）・藤田和彦（琉球大学）・堀川恵司（富山大学）・鈴木淳（産

総研）・吉村寿紘（大気海洋研）・為則雄祐（JASRI）・川幡穂高（東京大学），大型

底生有孔虫の水温プロキシとしての評価 

10：42～10：45 

【P‒9】岩崎晋弥（産業技術総合研究所）・木元克典（海洋研究開発機構）・佐々木理（東北

大学）・鹿納晴尚（東北大学），海洋表層環境が浮遊性有孔虫（G. bulloides）の殻形

成に与える影響の評価 

10：45～10：48 

【P‒11】小田啓邦（産業技術総合研究所）・河合淳（金沢工業大学）・佐藤雅彦（産業技術

総合研究所）・野口敦史（高知大学、産業技術総合研究所）・山本裕二（高知大学）・

Chuang Xuan（サザンプトン大学），走査型 SQUID 顕微鏡が拓く古地磁気層序と環

境岩石磁気学の新たな可能性 

10：48～10：51 

【P‒13】 Biswas, Raman Kumar（Tohoku University）・Kunio Kaiho（Tohoku Univ.）・Ryosuke 

Saito（Tohoku Univ.），Changes in biosphere and marine environment across the 

end-Permian mass extinction at Shangsi, South China 

  



 

 9 

10：51～10：54 

【P‒15】高橋 聡（東京大学）・Gwyneth Gordon・多田隆治・尾崎和海・山崎慎一・木村

和彦・Ariel Anbar，深海相ペルム紀-三畳紀境界のウラン・モリブデンの同位体比の

挙動 

10：54～10：57 

【P‒17】伊左治雄太（東京大学），川幡穂高（東京大学）・黒田潤一郎（東京大学）・吉村寿

紘（東京大学）・小川奈々子（海洋研究開発機構）・Jiménez-Espejo, Francis J.（海洋

研究開発機構）・Lugli, Stefano（Univ. Modena e Reggio Emilia）・Manzi, Vinicio（Univ. 

Parma）・Roveri, Marco（Univ. Parma）・大河内直彦（海洋研究開発機構），ポルフ

ィリン窒素同位体比が示す地中海塩分危機の頁岩堆積時における窒素固定の重要

性 

10：57～11：00 

【P‒19】柳 誠人（山形大学），珪藻微化石に基づいたメッシニアン塩分危機発生前後の古

環境復 

11：00～11：03 

【P‒21】上里有紀（山形大学）・リチャード・W・ジョルダン，地中海・パラテチス海にお

ける中新世の珪質鞭毛藻について 

 

ポスターセッション：奇数番号 

11：03～11：45 

 

11：45～12：45【休憩】 

 

ポスターセッション 3分間口頭発表 

12：45～12：48 

【P‒2】小林悠佳（東京大学）・久保田好美（国立科学博物館研究員）・多田隆治（東京大学）・

Max Zhao（中国海洋大学），東シナ海陸棚上コアの浮遊性有孔虫Mg/Ca 比と酸素同

位体比に基づく海水温と海水の酸素同位体比復元 
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12：48～12：51 

【P‒4】Zhao，Debo（Key Laboratory of Marine Geology and Environment, Institute of 

Oceanology, Chinese Academy of Sciences; China University of Chinese Academy of 

Sciences）・Shiming Wan (Key Laboratory of Marine Geology and Environment, 

Institute of Oceanology, Chinese Academy of Sciences; Laboratory for Marine 

Geology, Qingdao National Laboratory for Marine Science and Technology)，Distinct 

controls on terrigenous flux from the Yellow River and the Japanese Islands to the 

northern Okinawa Trough since 34 ka 

12：51～12：54 

【P‒6】鈴木克明（東京大学）・多田隆治（東京大学）・長島佳菜（JAMSTEC）・中川毅（立

命館大学）・入野智久（北海道大学）・山田和芳（ふじのくに地球環境史ミュージア

ム）・五反田克也（千葉商科大学）・原口強（大阪市立大学）・SG12/06 プロジェク

トメンバー，水月湖堆積物中の砕屑物フラックスに基づく過去 7000 年の洪水史復

元 

12：54～12：57 

【P‒8】黒川駿介（東大）・多田隆治（東大）・板木拓也（産総研）・上栗伸一（茨城大）・松

崎賢史（東大），日本海 IODP U1425, U1430 地点における高解像度年代モデルの確

立とサイト間対比 

12：57～13：00 

【P‒10】阿部 美保（山形大学）・Richard W. Jordan（山形大学）・多田隆治（東京大学），

珪質微化石を用いた第四紀中期ブルンヌ事変前後における日本海古環境変動の復

元 

13：00～13：03 

【P‒12】 土屋優子（北海道大学大学院環境科学院）・山本正伸（北海道大学）・Yongsong 

Huang （ブラウン大学）・Steven Clemens （ブラウン大学），インド沿岸堆積物の

葉ワックス炭素同位体比の氷期間氷期変動から見たモンスーンおよび大気二酸化

炭素濃度が陸上植生に及ぼす影響 

13：03～13：06 

【P‒14】菊池隼史（北海道大学）・山本正伸（北海道大学）・関宰（北海道大学）・林竜馬（滋

賀県立琵琶湖博物館）・アブドラ・スライマン（マレーシア鉱物地質局）・ハスリザ

ル・ビン・シャリ（マレーシアトレンガヌ大学）・ルリー・メリング（サラワク政

府首相府熱帯泥炭研究施設），ボルネオ島泥炭分析による過去 4000 年間の古環境

復元 
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13：06～13：09 

【P‒16】村山雅史（高知大学農林海洋科学部）・山下広大（高知大学）・山本祐二（高知大

学）・入野智久（北海道大学），北東アラビア海の海洋コアから発見された eolian-sand 

turbidite について 

13：09～13：12 

【P‒18】筒井英人（山形大学）・西田史朗（奈良教育大）・西脇二一（奈良大）・Ｒ.リゴウ

スキー（ウッチ大）・Ｒ.ジョルダン（山形大），南大洋オーストラリア区とドレーク

海峡の表層に分布する現生奇形珪質鞭毛藻 Stephanocha speculumにみられる形態

的共通性 

13：12～13：15 

【P‒20】松山幸弘（富山大学大学院理工学教育部生物圏環境科学専攻），立山弥陀ヶ原泥炭

中の鉛の起源推定に向けて 

 

ポスターセッション：偶数番号 

13：15～14：00 

 

14：00～14：15【休憩】 

 

レギュラーセッション 

14：15～14：30 

【R‒8】下野貴也（明治大学ガスハイドレート研究所）・山崎俊嗣（東京大学大気海洋研究

所），南太平洋環流域、新生代赤色粘土の環境磁気研究 

14：30～14：45 

【R‒9】松崎賢史（東京大学）・板木拓也（産総研）・黒川駿介（東京大学）・多田隆治（東

京大学），放散虫群集から推定される日本海における後期中新世以降の古海洋変動 

14：45～15：00 

【R‒10】羽田裕貴（茨城大学）・岡田誠（茨城大学）・菅沼悠介（国立極地研究所，総研大）・

久保田好美（国立科学博物館）・中里裕臣（農研機構），北西太平洋におけるMIS 19

の高解像度有孔虫安定同位体記録 

15：00～15：15 

【R‒11】多田隆治（東大）・入野智久（北大）池原研（産総研）・杉崎彩子（産総研）・板木

拓也（産総研）・佐川拓也（金大）・久保田好美（科博）・烏田明典（東大）池田昌

之（静大）・関有沙（東大）Lu Song（北大），第四紀日本海堆積物から見る東アジ

ア夏季モンスーンと AMOC のリンケージ 
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15：15～15：30 

【R‒12】吉村寿紘（東京大学大気海洋研究所）・若木重行（JAMSTEC）・黒田潤一郎（東京

大学大気海洋研究所）・山崎俊嗣（東京大学大気海洋研究所）・高木悠花（東京大学

大気海洋研究所）・木元克典（JAMSTEC）・櫻本晋洋（東京大学大気海洋研究所）・

石川剛志（JAMSTEC）・大河内直彦（JAMSTEC），ストロンチウム安定同位体比か

ら探る第四紀の化学風化・炭酸塩収支の変化 

15：30～15：45 

【R‒13】Lu, Song（Graduate School of Environmental Science, Hokkaido University）・

Tomohisa Irino（Faculty of Environmental Earth Science, Hokkaido University）・

Yaeko Igarashi（Institute for Paleoenvironment of Northern Regions），Biomass 

burning history and possible origin of fire in East Asia during the last 4 million 

years recorded in elemental carbon variability at IODP Site U1423 

 

15：45～16：00【休憩】 

 

16：00～16：15 

【R‒14】シェリフ多田野サム（AORI）・阿部彩子（AORI），MIS3 と MIS5 の亜氷期気候の

安定性の違いに氷床の与える影響 

16：15～16：30 

【R‒15】黒柳あずみ（東北大）・豊福高志（JAMSTEC）・長井裕季子（横国大，JAMSTEC）・

木元克典（JAMSTEC）・川幡穂高（東大）・高嶋礼詩（東北大）・西 弘嗣（東北大），

飼育実験手法を用いた無酸素環境下における浮遊性有孔虫への影響評価 

16：30～16：45 

【R‒16】入野智久（北海道大学），最近の JOIDES Resolution 号における色測手法の改良と

古海洋学への応用 

16：45～17：00 

【R‒17】関 有沙（東京大学）・多田隆治（東京大学）・黒川駿介（東京大学）・三武司（東

京大学）・村山雅史（高知大学）・松崎琢也（高知大学），XRF コアスキャナー（ITRAX）

を用いた、第四紀の日本海底層の酸化還元環境の復元 

17：00～17：15 

【R‒18】北村晃寿（静岡大学理学部・防災総合センター），南海トラフ・相模トラフにおけ

る海溝型地震に関する研究 

 

17：15【閉会】
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講演要旨 

特別レクチャー 
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Rise of oxygen under super-greenhouse climate after the Paleoproterozoic snowball Earth 
Harada, M.1 (1Tokyo Univ. of Pharmacy and Life Sciences) 
—————————————————————————————————————————— 

【S–1】 
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講演要旨 

トピックセッション：温室地球時代の地球システム 

 

 現在の地球システムは、大気・海洋・氷床・地表・生命等から構成される複雑なシステ

ムである．一方，46 億年の地球史を俯瞰すると，極域に氷床の存在しない時代が圧倒的に

長い期間を占めている．したがって，地球システムの本質を理解するためには，現在のよ

うな地表面が部分的に氷床に覆われている時代だけでなく，氷床のない時代における物質

循環やエネルギー循環の知見が不可欠である．本セッションでは，これまでの堆積学的，

地球化学的解析による温室地球時代の古気候解析の例，さらには，最新の気候モデルによ

る数値実験の研究例を紹介することで，温室地球時代の地球システムを明らかにしていく

上での課題や今後の展望を議論したい． 
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Temperatures and ocean circulation in the Cretaceous, the hottest era within the last 200 myr. 

Moriya, K.1 (1Dep. Earth Sci., Waseda Univ.) 
—————————————————————————————————————————— 
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Linkage of deep Earth dynamics and oceanic extreme events during Cretaceous period 
Kuroda, J.1,2, and Ohkouchi, N.2 (1AORI, Univ. Tokyo, 2JAMSTEC) 
—————————————————————————————————————————— 

【T–1】 

【T–2】 
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Plant biomarker signature in the Cretaceous marine sediments: Implications for using biomarker 
vegetation indices in reconstructing paleoclimate 
Nakamura, H1 (1KankOsaka City Univ.) 
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Annual- to orbital-scale climatic change in the mid-Cretaceous from Mongolian lacustrine record 
Hasegawa, H.1, Ando, H.2, Katsuta, N.3, Yamamoto, K.1, Ohta T.4, Yamamoto, M.5, Hasegawa, 
T.6, Hasebe N.6, Ichinnorov, N7 (1Nagoya Univ., 2Ibaraki Univ., 3Gifu Univ., 4Waseda Univ., 
5Hokkaido Univ., 6Kanazawa Univ., 7Ins. Paleont., Geology, Mongolia) 
————————————————————————————————————————— 

【T–3】 

【T–4】 
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Weathering intensities of East Asian continent during Cretaceous and its relationship with OAE2 
Kamigata, Y.1, Takagi, H.2, and Ohta, T.3 (1 Sumitomo M.M. Co., 2Tokyo Univ., 3 Waseda Univ.) 
—————————————————————————————————————————— 
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Modelling the past hot house world and the future climate change using MIROC AOGCM 
Abe-Ouchi, A.1,2, W.L.Chan, 1,, K.Uehara1, R. O’ishi1 , and A. Yamamoto1 (1Univ. of Tokyo, 
2JAMSTEC)
—————————————————————————————————————————— 

【T–5】 

【T–6】 
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講演要旨 

レギュラーセッション 
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Reconstruction of paleoenvironment during the mid-Cretaceous Oceanic Anoxic Event 
1b based on clay mineral and microfossil assemblage  
Nishi H.1, Takashima, R.1, Ogawa, S. 2 and Kuwahara, Y.3 (1Tohoku Univ., 2Mitsubishi Co. Exp., 
3Kyushu Univ.) 
—————————————————————————————————————————— 
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【R–2】 
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Reconstruction of SST and δ 18 O sw based on Mg/Ca ratio and δ 18 O c of planktonic 
foraminifera from the sediment core in the continental shelf of the East China Sea M
Kobayashi, H.1, Kubota, Y.2, Tada, R.1, Chao, M.3 (1Tokyo Univ., 2National Museum of Nature 
and Science, 3Ocean University of China) 
—————————————————————————————————————————— 

【P–1】 

【P–2】 



 

 31 

 

 

�����&�%������'�� 

#���� !$��	 !$���� " 

(! ���
$" ����
) 

<;����c�AS���� mlll (	�Vy�Wv���t���qa��$5� mlll (��¡

��9���F[ �?}���<;AS,G�-P�F[}�z��dZ�s�r�E>3�

�
u<:>�2q<;,G���qHD����*����<;� opn���=&}��Wv��

�t�rRK�����Jt��XNO��y�:>�2�
u@[)���<;,G���x.

bM�������|�t�xq`(fL{�� 9<;U�����<;D^,G����Jt�

]�{��NO��tr4NO�� 9<;U����������<;D^,G����Jt�

>3��#}�<;AS,G�-P� nlll (\Q|q<;� opn��e������j@[)q<

;,GqHD���k�"���XNO�8_|�r<;�opn��e�RK�����Jt��X

NO�/�M�U6�����1qopn���=&�#|�@[)����HD����*�x.

bM������s��r0HI�=&�:>�2�
u�C7����x�Y'��Ac���

{~ opn����g!|�rz����6�RK������a%]�{��t�B�qHD���

�+hx%{w���Wv���rLY��<;,G�+h��t��T�}�ri

Response of the ocean carbon cycle to global warming in multimillennium simulations 
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High resolution multiproxy records, including terrigenous grain-size and Sr-Nd-Pb isotopes of the <2 
µm silicate fraction of sediments from IODP Site U1429 in the northern Okinawa Trough, provide 
unambiguous evidence for distinct control mechanism on terrigenous flux from the Yellow (Huanghe) 
River and the southern Japanese Islands to the northern Okinawa Trough since 34 ka. Provenance 
proxies indicate that the sediments were mainly derived from the Yellow River and Kyushu. Our study 
for the first time quantifies the sediment flux from the Yellow River and Japan to the Okinawa Trough 
since the last glacial. During the last 34 cal. kyr B.P., terrigenous flux from the Yellow River to the study 
site was strongly influenced by sea level fluctuation, whereas input of materials from Japan was 
controlled by the East Asian summer monsoon rainfall changes.  
�
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New perspective of magnetostratigraphy and environmental magnetism by SQUID microscope 
Oda, H.1, Kawai, J.2, Sato, M.1, Noguchi, A.1, 3 Yamamoto, Y. 3 and Chuang Xuan4  
(1Geol. Surv. Japan, AIST, 2Kanazawa Inst. Tech., 3Kochi Univ., 4Univ. Southampton) 
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Influence of monsoon and atmospheric carbon dioxide concentration on terrestrial vegetation 
based on glacial-interglacial variation of leaf wax carbon isotopic ratio of Indian coastal sediment 
Tsuchiya, Y.1, Yamamoto, M.2, Huang, Y.3 and Clemens, S.3 (15Hokkaido Univ., Graduate 
School of Environmental Science, 25Hokkaido Univ., Faculty of Environmental Earth Science, 
3Brown Univ.) 
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Changes in biosphere and marine environment across the end-Permian 
mass extinction at Shangsi, South China 
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The Permian–Triassic mass extinction was the most devastating extinction in the Phanerozoic 
Era. We investigated the biomarkers from Shangsi, South China, to identify changes in the 
biosphere and marine environments. Decrease in terrestrial higher plants occurred before the 
latest Permian marine extinction at the Shangsi section. The stressful environmental conditions 
and a photic zone euxinia, respectively, were persisted during the earliest Triassic extinction of 
the eastern Paleotethys. Firstly, C33 n-alkylcyclohexane has been identified in low latitudes. 
Blooming of acritarchs flourished during the stressful environmental condition at the Shangsi 
section. The second phase of stressful environmental conditions and photic zone euxinia 
occurred in the late Griesbachian. Hence, we conclude that the collapse of land vegetation 
started at the late Changshingian, then, environmental stresses coincided with photic zone 
euxinia during the late Greisbachian of the Shangsi section.  
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 Kikuchi, T.1, Yamamoto, M.1, Seki, O.1, Hayashi, R.2, Abdullah Slaiman3, Hasrizal bin Shaari4, 
Lulie Melling5 (1Hokkaido Univ., 2Lake Biwa Museum, 3JMG Malaysia, 4Malaysia University 
Trengganu, 5Tropical Peat Research Laboratory) 
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The end-Permian mass extinction is considered to have been associated with a widespread 

oxygen-deficient oceanic event. Such an oceanic event is inferred based on the concentrations of redox 
sensitive elements such as uranium (U) and molybdenum (Mo) in sediments. However, the severity and 
spatio-temporal extent of oxygen deficiency is poorly understood. Isotope systematics of redox sensitive 
metals may provide new insights. In this presentation, we report variations in isotope ratios of U and Mo 
(δ238U and δ98Mo) in the deep-sea sediments across the Permian–Triassic boundary in the accretionary 
complex of Northeast Japan (Akkamori section).  
δ238U increases from the Permian chert beds, and shows a maximum value of 0.53‰ immediately 

below the extinction boundary. Then, δ238U gradually decreases upward, and shows the low values 
around 0.3‰ at the lowest part of Triassic black claystone. δ98Mo shows a drastic decrease to -1.0‰ 
below the boundary and following increases to 2.5‰ across the mass extinction boundary. The increased 
δ238U at the end-Permian suggest high contribution of reduced U reflecting reduced condition in the 
depositional area of the studied section. During this reduced water development, δ98Mo would show an 
increasing trend from low value fractionated by Mn particulate to high value of Mo-sulfide with slight 
fractionation from seawater. *
8*9B<*5C*?FCGCD=F*I9E?9G?CBF*9;ECFF*G>=*<==D*F=9*6=EA?9B-7E?9FF?;*:CHB<9EK  
Takahashi, S.1, Gordon, G.2, Tada, R.1, Ozaki, K.3, Yamasaki, S.4, Kimura, K.5, Anbar, A.2 (1Univ. 
Tokyo, 2Arizona. Univ., 3Georgia Tech, 4Tohoku Univ., 5Miyagi Univ.) 
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Characteristics and distribution of eolian-sand turbidite collected from the northeastern Arabian 
Sea 
MURAYAMA, M., YAMASHITA¬K., YAMAMOTO, Y. and IRINO, T. 
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Importance of nitrogen fixation in the deposition of shales during Messinian Salinity Crisis 
Isaji, Y.1, Kawahata, H.1, Kuroda, J.1, Yoshimura, T.1, Ogawa, N. O.2, Jiménez-Espejo, F. J.2, 
Lugli, S.5, Manzi, V.7, Roveri, M.7, Ohkouchi, N.2 (1Univ. Tokyo, 2JAMSTEC, 3 Univ. Modena e 
Reggio Emilia, 4Univ. Parma) 
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Morphological commonality of modern aberrant Stephanocha speculum (=Distephanus 

speculum, Silicoflagellata) between the Australian Sector and Drake Passage in the Southern 
Ocean 
Tsutsui, H.1, Nishida, S.2, Nishiwaki, N.3, Rigowski, R.4, and Jordan, R.W.1 (1Yamagata Univ., 
2Nara Univ. of Education, 3Nara Univ., 40niv.of Lodz) 
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Paleoenvironmental reconstruction of the Messinian Salinity Crisis using fossil diatoms 

Yanagi, M.1, Kondo, Y.1, and Richard W. J.1 (1Yamagata Univ.) 
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For an origin estimate of lead in Midagahara peat at Mt. Tateyama 
Matsuyama, Y.1, Horikawa, K.1, Hounoki, H.2 (1Univ. Toyama, 2Toyama Science Museum) 
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Silicoflagellates of the Miocene in the Mediterranean and Paratethys Sea  

Uezato, Y.1, Richard, W.J. 1 (1Yamagata Univ.) 
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